
小中連携教育 小中一貫教育

小中連携教育実施校

（分離進学が多い）

小中一貫教育実施校

（分離進学が少ない）

小中一貫型小学校・中学校(※)

（小中学校区が一致）
義務教育学校

修業年限 小学校６年、中学校３年
９年

（前期課程６年+後期課程３年）

それぞれの学校に校長、教職員組織

特に要件はない
特に要件はないが、一貫的な教育を行

うにあたり、必要な体制を構築

小学校と中学校における教育を一貫し

て施すためにふさわしい運営の仕組み

を整えることが要件

免許
所属する学校の免許状を保有している

こと

原則小学校・中学校の両免許状を併有

※当分の間は小学校免許状で前期課程の指

導が可能など、片方の免許で可。

教育課程等

・９年間の教育目標の設定

・教職員交流、児童生徒交流、保護

者・地域交流の実施　等

・９年間の教育目標の設定

・９年間の系統性・体系性に配慮がな

されている教育課程の編成　等

教育課程の特例

施設形態

標準規模
小学校、中学校それぞれ１２学級以上

１８学級以下
１８学級以上２７学級以下

手続き 教育委員会規則等 条例

北九州市小中一貫・連携教育に関する整理

形態
既存の小学校・中学校

組織・運営

小中一貫教育

小中一貫教育校

一人の校長

一つの教職員組織

小学校、中学校それぞれ１２学級以上１８学級以下

施設分離型・施設隣接型

  (※)中学校併設型小学校

  　   小学校併設型中学校

小学校６年、中学校３年

それぞれの学校に校長、教職員組織

施設分離型・施設隣接型・施設一体型

特になし（学校の設置そのものは条例）

特になし
・一貫教育に必要な独自教科の設定

・指導内容の入替、移行

所属する学校の免許状を保有していること

・９年間の教育目標の設定

・９年間の系統性・体系性に配慮がなされている教育課程の編成　等
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令和３年６月２８日

第５回北九州市小中一貫教育検討会議
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